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㸯 ⫼ᬒ 

ᅄ肢障害や視ぬ障害等により、自ຊでの通໅のための⛣

動や、⛣動についての介ຓなしでの就労に困難を抱える障

害者㸦以下「⛣動等困難障害者」という。）については、

従来、㞠用労働者として働くことに課題を抱えてきたと言

える。 

㏆ᖺ、情報ᢏ⾡の㐍ᒎや社会全体の働き方の多様໬等に

కい㺂ᙜヱ障害者の働き方についても多様໬してきたとの

声が聞かれるものの、ࣀー࣐ライࢮーションの実現のため

には、障害に関わらず、「共に働くことがᙜたり๓」の環

境をさらに整備していくことが求められている。 

こうした取組に向けて、ᙜセンターではᖹ成30ᖺ度に、

⛣動等困難障害者の就労の≧ἣや、就労に関連する⛣動手

ẁ等の生活≧ἣ等についての調査を行うとともに、支援の

ニーズに対応する社会環境の整備≧ἣ等について、その実

≧等を把握することを目的とした調査研究を実᪋した。本

発⾲においては、専門家及び௻業等に対するヒアリング調

査によりᚓられた、௻業における支援ニーズへの対応や、

社会環境の整備≧ἣ等について報告するとともに、ຠ果的

な支援策について考ᐹする。 

 

㸰 ㄪᰝのᐇ᪋方ἲ 

(�) ᑓ㛛ᐙࢢࣥࣜ࢔ࣄ 

 ㇟ᑐࢢࣥࣜ࢔ࣄ ࢔

当事者団体（８団体）及び移動等困難障害者の支援に実

績の豊富な支援機関（１所）、障害者の移動問題、福祉制度

及び移動等困難障害者に対する情報技術を活用した就労

支援に関する有識者（５名）を対象とした。 

 ෆᐜࢢࣥࣜ࢔ࣄ࡞୺ ࢖

ᙜ事者ᅋ体からは、D.⛣動等困難障害者の就労等の≧ἣ、

E.就労に関連する⛣動手ẁ等の生活≧ἣ、F.支援のニーズ

に対応する社会環境の整備≧ἣについて把握した。有識者

等からは、ྛศ㔝からみた障害者の⛣動問題や、そのため

の就労支援のあり方等について把握した。 

(2) ௻ᴗ➼ࢢࣥࣜ࢔ࣄ 

  ㇟ᑐࢢࣥࣜ࢔ࣄ ࢔

ᙜ機構のリフࣞ࢓ンスࢧーࣅス、ྛ自἞体の㞠用事例㞟

等をもとに、大௻業にẚして障害者㞠用に対する支援を行

うことが難しいとされる中小௻業を中心に、⛣動等困難障

害者の課題に対してຠ果的な支援を行っている事業୺、支

援機関及びその職ဨを対㇟とした㸦計25事例）。 
 ෆᐜࢢࣥࣜ࢔ࣄ࡞୺ ࢖

通໅に対する支援、事業ᡤ内における⛣動やฟᙇ業ົ等

の事業ᡤእにおける⛣動に対する支援とともに、⛣動困難

者については多くの者に、また、⛣動ไ⣙者についても一

部の者に必要とされていた生活介ຓ等の支援に関すること

を把握した。なお、現在実᪋している支援のみならず、過

ཤに実᪋した支援、これから行おうと考えている支援等に

ついてもヒアリングを実᪋した。 

 ᐇ᪋᫬ᮇࢢࣥࣜ࢔ࣄ (�)

ᖹ成30ᖺ㸴᭶㹼ᖹ成30ᖺ12᭶ 

 

㸱 ⤖ᯝと考察 

(�) ⛣ື➼困難㞀ᐖ⪅の⛣ືၥ㢟㸦ᑓ㛛ᐙࢢࣥࣜ࢔ࣄ㸧 

専門家ヒアリングの調査結果からᚓた知見を、⛣動等困

難障害者の３つのタイプ別に整理した㸦図）。 

ᅗ ⛣ື➼困難㞀ᐖ⪅の㸱ࣉ࢖ࢱとࢀࡒࢀࡑの㛵ಀ 

 

 ⪅஺㏻ไ⣙ ࢔

自ら自動㌴の㐠㌿ができない者にとって、බ共交通機関

による通໅ができない場合、家族等の支援を受けることに

より通໅手ẁを確ಖするか、通໅がྍ⬟な地域に㌿ᒃする

ということが必要となる。๓者については家族等の支援が

ᚓられなくなった時点で㞳職に⧅がるという༴㝤性、ᚋ者

については、バリアフリーఫᏯやグࣝープホー࣒等の社会

㈨※の不㊊といった問題がᣦ᦬され、通໅をಖ障する⛣動

支援ไ度の᪂タ、⛣動の支援に関する現行ไ度の見直しや

地域全体における⛣動問題のᨵၿに向けた取組へのᕼᮃが

聞かれた。また、特に重度の肢体不自由者を支援するᅋ体

からは、⛣動問題を解ᾘする働き方として、在Ꮿ໅ົのᣑ
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大へのᕼᮃも聞かれたが、情報通信業などの一部の業種以

እではᗈがっていない等のᣦ᦬があった。有識者からも、

᪂たな情報ᢏ⾡を活用し、パイࣟット的な取組を行いなが

ら、在Ꮿ໅ົで行う職ົのᣑ大等の取組がᮃまれるとの意

見が聞かれた。 

 ⪅ไ⣙ື⛣ ࢖

障害種別を問わず、肢体不自由者等においてはバリアフ

リー環境の整備、視ぬ障害等の情報障害者については情報

提౪、発達障害や難病、精神疾ᝈをᝈっている者等につい

ては障害や疾ᝈ特性に対する理解の有↓等により、⛣動ไ

⣙者となる障害者も多く、これらの問題のᨵၿを図ってい

く必要があるとの意見が聞かれた。また、介ຓやඃ先ᗙᖍ

の利用等に関しては、心のバリアフリーに関する問題もᣦ

᦬されていた。 

また、ྠじ障害のある者であっても、生活している地域

の環境等により、⛣動問題に対する意識に 度ᕪがあり、

共有されていないために、なかなか解決に向けた取組がな

されていないとのことであった。 

࢘ ⛣ື困難⪅ 

とりわけ重度の肢体不自由者の問題として、現行のไ度

においては、介ຓが必要な者に対する通໅等の就労に不ྍ

Ḟな⛣動の面まで考៖されておらず、また、自Ꮿでの介ຓ

と職場での介ຓがそれぞれ別のไ度によって実᪋されてい

ることから、そのไ度間にࣕࢠップが生じているとのᣦ᦬

があった。さらに、⛣動ไ⣙者については生活介ຓを必要

とする者がᑡなくないが、経済活動を行っている間、すな

わち、職場にいる間は重度ゼ問介ㆤを利用することができ

ず、職場介ຓ者やྠ൉の支援がᚓられない場合、不自由を

強いられてしまうといった声も聞かれた。 

(2) ⛣ືၥ㢟࡟ᑐࡿࡍ支援⟇のᐇ㝿㸦௻ᴗ➼ࢢࣥࣜ࢔ࣄ㸧 

௻業等ヒアリングについては、専門家ヒアリングからᚓ

られた⛣動問題に対する支援策の実㝿として以下にまとめ

た。 

 ㏻໅支援 ࢔

通໅支援については、通໅手ẁの確ಖと通໅に係る⛣動

に対する支援、職ఫ᥋㏆のためのఫᒃの確ಖ、そして在Ꮿ

໅ົという方法があった。通໅手ẁの確ಖの方法について

は、୺として通໅バス等の㐠行が見られた。また、特にබ

共交通機関のஈしい地域においては、一事業ᡤ、一支援機

関༢体ではなく、地域ࡄるみでබ共交通機関に௦わる交通

手ẁの確ಖに取り組ࡴことの重要性が確認された。 

職ఫ᥋㏆による通໅支援については、㌟体障害者におい

てはバリアフリーఫᏯ、知的障害者等においてはグࣝープ

ホー࣒等が必要となるが、㟂要に対して౪⤥が㏣いついて

いないというのが現≧である。  

また、情報ᢏ⾡の活用等により在Ꮿ໅ົ者の職域ᣑ大を

図るとともに、在Ꮿ໅ົ者が、そして職場で働く人々が、

共に働いているという意識をᣢつことができるようなコ

ミュニケーションのあり方についても考えていくことが必

要と思われる。 

 支援ື⛣ࡿࡅ࠾࡟஦ᴗᡤෆ ࢖

事業ᡤ内における⛣動支援については、職場のバリアフ

リー໬、ࣞイアウトや障害に応じた情報提౪の工夫といっ

たࣁード面に対する支援事例が多くᚓられた。そして、い

ずれの事例においても、ࣁード面の支援以上に、他人の困

りごとに思いを㥅せ、ともにᨵၿしていこうとする心のバ

リアフリーの重要性がᣦ᦬されていた。 

࢘ ஦ᴗᡤእࡿࡅ࠾࡟⛣ື支援 

事業ᡤእにおける⛣動で᭱も問題となっていたのが、自

ら㐠㌿することができない障害者がฟᙇ業ົ等で自動㌴に

て⛣動する場合の支援であった。このような支援を事業୺

が行った場合について活用できるຓ成ไ度はなく、例えば、

ゼ問࣐ッࢧーࢪに従事する視ぬ障害者を㞠用した場合、᪋

⾡のための⛣動に㐠㌿手の確ಖが必要となり、事業୺の経

済的㈇ᢸのみならず、支援を受けるഃの精神的㈇ᢸをもた

らすこともᑡなくない。これらの㈇ᢸの㍍ῶ、᭦には⛣動

等困難障害者の活㌍の場のᣑ大のためにも、事業ᡤእにお

ける⛣動に関する支援策の検討が必要と考える。 

 

４ まとめ 

⛣動等困難障害者の抱える課題については、ྠじ障害で

あっても、ఫんでいる地域、໅ົ先の≧ἣ等により大きく

異なっており、その個別性に応じた支援が必要である。 

⛣動等困難障害者の㞠用・職場定╔のಁ㐍を図るため、

௒ᚋ、ຓ成ไ度の必要な見直し等の支援策の඘実について

検討していくことも必要と思われる。それとともに、障害

者の地域生活、職業生活を支える社会㈨※の඘実を図って

いくことも重要と考える。 

また、⛣動等困難障害者の問題を、障害者だけの問題と

してではなく、職場全体の問題、地域全体の問題として考

え、解決を図っていくという視点をᣢつこと、༑ศなコ

ミュニケーションをとりながら、障害者と共に働くことを

ᙜたり๓と考える௻業㢼ᅵの醸成と心のバリアフリー໬を

図っていくことが重要であるというのが本研究でᚓられた

一␒の知見と考える。 

 

【参考文献】 
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㸯 ┠ⓗ㸦ࡌࡣめ࡟㸧 

就労⛣行支援事業ᡤには認知の೫りである結論の㣕㌍や

選択的ᢳ㇟໬等の強໬により、࣏ࢸࢪィࣈな思考よりもネ

な思考に೫りやすく、自己⫯定ឤがపい利用者がࣈィࢸ࢞

ᑡなからず在⡠している。視㔝をᗈげ、ᰂ㌾な考え方や㐺

ษな自己ホ౯をすることができるようになることは、本人

のストࣞスをపῶさせ、就職したᚋに職場定╔していく上

でも重要な事であると考えられる。ᓊ本１）によれば、仕

事への自己ホ౯が高いほど職場⥅⥆の意思が高くなるとい

う結果が♧されている。 

そのためにはネ࢞ࢸィࣈ思考だけではなく࣏ࢸࢪィࣈな

思考も検討できるようになることが有ຠと考えられる。そ

こで認知に関するプࣟグラ࣒として、認知行動⒪法をベー

スとした認知プࣟグラ࣒、およびリフࣞーミングをಁ㐍す

るためのプラス⾲現トࣞーニングプࣟグラ࣒をカ⦎の中に

ᑟධした。本研究はこれらのプࣟグラ࣒のຠ果を検ドする

ことを目的とした。 

 

㸰 方ἲ 

(�) ௓ධࣛࢢࣟࣉ  ࣒

ࣛࢢࣟࣉ▱ㄆ ࢔  ࣒

0&T--や認知行動⒪法をベースに、考え方やものの見方

が㐪えば、ྠじことを経験してもឤじ方や捉え方がኚわっ

てくるということを伝え、利用者の気࡙きに⧅げる認知ト

ࣞーニングプࣟグラ࣒を実᪋した。 

 ࢢࣥࢽ࣮ࣞࢺ⌧⾲ࢫࣛࣉ ࢖

࣐イࢼスをイ࣓ーࢪさせる言ⴥをプラスにኚえるトࣞー

ニングを行いながら、ᚎ々に≀事を࣐イࢼスだけではなく

プラスにも捉えられるようにするトࣞーニングを行った。 

(2) ㄪᰝᑐ㇟⪅ 

ᘢ社就労⛣行支援事業ᡤ㸰事業ᡤの利用者のうち、ᙜヱ

プࣟグラ࣒にཧຍした者で、研究に関するㄝ᫂および೔理

的㓄៖に関するㄝ᫂を受けྠ意した者とした。 

⏨性40ྡ㸦ᖹᆒᖺ㱋35.03s12.07ṓ）、ዪ性20ྡ㸦ᖹ

ᆒᖺ㱋31.00s9.1�ṓ）、合計�0ྡ㸦ᖹᆒᖺ㱋33.��s

11.27ṓ）の༠ຊ者から㉁問紙ࢹータを཰㞟できた。また

障害種別は⤫合ኻ調⑕14ྡ、うつ12ྡ、⒪⫱㸷ྡ、発達障

害㸶ྡ、その他17ྡであった。 

(�) ㄪᰝ᫬ᮇ 

2017ᖺ12᭶から2019ᖺ㸲᭶の期間で、ᴫ３ࣨࡡ᭶ごとに

㉁問紙調査を実᪋した。これはプࣟグラ࣒の༊ษりに合わ

せて調査を実᪋したため、３ࣨ᭶ごとの調査となり、㉁問

紙調査は合計で㸲ᅇ実᪋した。 

(�) ㄪᰝෆᐜ 

自ศ自㌟の障害理解、障害受容が就労及び就労定╔には

重要であり、ネ࢞ࢸィࣈな思考との関係を᫂確にすること

が有用であると考えたため、自己受容性 定スケーࣝ㸦ᐑ

ἑ㸰）、19�0）およびネ࢞ࢸィࣈな反ⱄᑻ度㸦神㇂、ᖾ⏣３）、

201�）を౑用して㉁問紙調査を実᪋した。 

また本研究は、「自己受容とネ࢞ࢸィࣈな思考の反ⱄは

㈇の相関関係にあり、就労⛣行のプࣟグラ࣒として認知プ

ࣟグラ࣒を⥅⥆することで、自己受容が高まりネ࢞ࢸィࣈ

な思考がపῶする」ということを௬タとした。そのため⤫

計的手法としては、自己受容性 定スケーࣝとネ࢞ࢸィࣈ

な反ⱄᑻ度の間での相関関係を相関ศᯒによって᫂らかに

し、自己受容性 定スケーࣝとネ࢞ࢸィࣈな反ⱄᑻ度の

３ࣨ᭶ごとの᥎⛣を一ඖ㓄⨨のศᩓศᯒによってศᯒした。 

 

㸱 ⤖ᯝ 

相関ศᯒの結果は、１ᅇ目調査U -.�0、㸰ᅇ目調査

U -.55、３ᅇ目調査U -.55、㸲ᅇ目調査U -.�3、であった。

自己受容性 定スケーࣝとネ࢞ࢸィࣈな反ⱄᑻ度の間には

㸲ᅇ調査全てにおいて㈇の相関関係があることが♧された。

またྛ調査における㉁問紙のᩓᕸ図は図１の通りである。 

自己受容性 定スケーࣝとネ࢞ࢸィࣈな反ⱄᑻ度の

３ࣨ᭶ごとの᥎⛣を一ඖ㓄⨨のศᩓศᯒによってศᯒし

た結果では、自己受容性 定スケーࣝはᚎ々に上᪼して

いく事が♧၀された㸦S㸺.05）。ネ࢞ࢸィࣈな反ⱄᑻ度

では⤫計的に有意であるとは言えない結果㸦S㸻0.1）で

あったが、調査ᅇ数を重ࡡるほどᖹᆒ್は下がっていく

ことが見られた㸦図㸰）。 
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ᅗ㸯 ྛᑻᗘࡿࡅ࠾࡟ᩓᕸᅗ 

 

 
ᅗ㸰 ྛᑻᗘの᥎⛣ 

 

４ 考察 

結果から、認知プࣟグラ࣒を⥅⥆することで、自己受容

性が高まり、またネ࢞ࢸィࣈな思考が反ⱄすることをᚎ々

にపῶできるྍ⬟性が♧၀された。しかし、⿕験者の全体

数の不㊊やその他のプࣟグラ࣒の影響などを᤼㝖していな

いことなど、本研究においても⤫ไす࡭き要⣲があり、௒

ᚋの課題としてṧった。 

本研究のฟ発点は現場での問題解決であった。就労⛣行

支援事業ᡤを利用している障がい者が、ただ就職するだけ

ではなく、職場に定╔して㛗期に就労するために就労⛣行

の現場ではどのような支援を行う࡭きなのか、その一つの

方策として認知面へのアプࣟーチを、௒ᅇはヨみた。調査

中の利用者からは、「他人には他人の視点があると考えら

れるようになった㸦ዪ性、20௦、発達障害）」、「中ᗤに

≀事を考えられるようになった㸦⏨性、20௦、発達障

害）」などの声もᐤせられた。これらを踏まえて、認知に

関するプࣟグラ࣒を⥅⥆することで思考のᰂ㌾性が増ຍし

た、とも考えることができる。認知に関するプࣟグラ࣒に

は༶ຠ性はないが、現場の職ဨからは個人ᕪはあるものの

３ࣨ᭶ほど⥅⥆すると利用者にኚ໬が現れてくるとឤじら

れる、との声も上がった。 

ᰂ㌾な思考、それによるストࣞスのపῶ・ឤ情のコント

ࣟーࣝ・自己⫯定ឤ等は職場定╔のためにも重要になると

考えられるが、認知プࣟグラ࣒をຠ果的に行うためには、

「視㔝をᗈげるための心のవ⿱」、༶ちឤ情の起అがᑡな

い心の≧態が必要である。よって、認知プࣟグラ࣒のみで

は඘ศなຠ果を発᥹するにはᙅく、より高いຠ果をฟす方

法として、࣐インドフࣝネスを就労⛣行支援のプࣟグラ࣒

にᑟධした。0oULW]㸲）は、࣐インドフࣝネスのᢏ法が認

知⒪法のຠ果を高めるために、ますます利用されるように

なってきていると㏙࡭ている。またᮡᾆ㸳）によれば࣐イ

ンドフࣝネスの特徴の一つは、「ネ࢞ࢸィࣈな情動をᝏい

ものと捉えてそれをなくすという目標にこだわらない」と

いう点にあり、ネ࢞ࢸィࣈな情動をᢚえることがかえって

ⱞ③を強໬するという発想が࣐インドフࣝネスの基┙にあ

る、としている。したがって、ネ࢞ࢸィࣈな思考やឤ情を

そのありのままを捉え、それにὶされないようにしていく

カ⦎は、就労⛣行支援のカ⦎においても、職業準備性やス

トࣞスのపῶといったほ点からもよりຠ果的であると考え

られる。 

࣐インドフࣝネスを就労⛣行支援事業ᡤでのカ⦎として

のᑟධは様々な課題があるため、現在内容、方法を検討し

ᚎ々にプࣟグラ࣒として活用している。 

௒ᅇはストࣞスに↔点をᙜてた調査は行わなかったため、

そちらもేせて௒ᚋは調査研究を⥅⥆していく。 
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ᑵປ⛣⾜ὶ ᘬࡾࡶࡇࡁの≧ែࡿ࠶࡟㞀ᐖ⪅࡬のᑵປ支援 

㹼ᑵປ⛣⾜࣭ᐃ╔支援஦ᴗᡤの᪂࡞ࡓ支援のᙧ㹼 
 

 （ス管理㈐௵者・精神ಖ健⚟♴ኈ・社会⚟♴ኈࣅーࢧ ࢪッࣞࣅᯇ ⱝ⳯㸦ᰴᘧ会社ᐩኈᒣドリー࣒᳜ۑ

Ḉ஭ ಇ᫂・Ύ 㯞理ዉ㸦ᰴᘧ会社ᐩኈᒣドリー࣒ࣞࣅッࢪ） 
 

㸯 ᰴᘧ఍♫ᐩኈᒣࢪࢵࣞࣅ࣒࣮ࣜࢻのᴫせ 

ᖹ成1�ᖺ10᭶１᪥に㟼ᒸ┴ᐩኈᐑᕷで就労⛣行支援事業

ᡤをタ❧。そのᚋ、ᐩኈᕷ、㟼ᒸᕷΎỈ༊、↝ὠᕷ、㥴ᮾ

㒆ΎỈ⏫のྛ地域に、就労⛣行支援事業ᡤ、就労⥅⥆支援

Ａᆺ事業ᡤ、就労⥅⥆支援㹀ᆺ事業ᡤ、生活介ㆤ事業ᡤ、

ᨺ課ᚋ等ඣ❺ࢹイࢧーࣅス、グࣝープホー࣒をタ❧し、ඣ

❺から成人までの障害者の就労支援と生活支援をᒎ㛤して

いる。௧࿴ඖᖺ㸶᭶現在で、ᘢ社従業ဨ数は1��ྡ。Ａᆺ

事業ᡤ利用者30ྡ、就労・ඣ❺・㹅㹆等の利用者総計353

ྡ。事業ᡤ数は14᪋タ。 

 

㸰 ᑵປ⛣⾜支援஦ᴗᡤᐩኈᒣࢪࢵࣞࣅ࣒࣮ࣜࢻのᴫせ 

㟼ᒸ┴ᐩኈᐑᕷで㛤ᡤし、ᖹ成27ᖺ㸶᭶にᐩኈᕷに⛣㌿

し、現在に⮳る。定ဨ20ྡのとこࢁ、Ⓩ㘓者数は33ྡ。手

ᖒ取ᚓ者は、⒪⫱手ᖒ19ྡ、㌟体障害者手ᖒ３ྡ、精神障

害者手ᖒ㸶ྡ、手ᖒᮍ取ᚓ３ྡ㸦自❧支援་⒪受⤥者ド取

ᚓ者）。通ᡤ๓のᡤᒓ場ᡤは、特別支援Ꮫᰯ高等部、中Ꮫ

ᰯ支援⣭、フリースクーࣝ、大Ꮫ中㏥、一⯡௻業、他の㹀

ᆺ事業ᡤなど。カ⦎内容は、୺に᪋タእ就労として、௻業

でのస業カ⦎。カ⦎௻業先は、ホー࣒センター、⤥㣗セン

ター、〇紙業、リネン業、་⒪機ჾ部ရ組み❧てなど。支

援内容は、就労支援・相談支援の他に障害ᖺ㔠や障害者手

ᖒの⏦請・᭦᪂支援、生活困❓者への生活支援なども行っ

ている。就労支援においては、ẖᖺ10ྡ以上の一⯡௻業へ

の就職者を㍮ฟし、ᖹ成30ᖺ度は12ྡの利用者が一⯡௻業

に就職している。就職ᚋの支援として、就労定╔支援もᒎ

㛤。現在、30ྡの利用者がⓏ㘓し支援を行っている。 

 

㸱 ࡾࡶࡇࡁࡦ≧ែの฼⏝⪅ࡀᢪえ࡚ࡿ࠸ㄢ㢟࠸ࡘ࡟  ࡚

ひきこもる๓にどのようなฟ来事があったのかを利用者

に聞き取りを行うと、「᎘な体験をした」「自ศが行く࡭

きではないとឤじた。ᒃ場ᡤが↓くなってしまった」「精

神障害をᝈってしまった」「᫨ኪ㏫㌿した生活になってし

まった」「ぶが職場やᏛᰯに行くことに㠀༠ຊ的だった」

などが挙がる。これらの要因が１つだけではなく、様々な

要因が重なりひきこもりがጞまっている。一度ひきこもり

≧態になってしまうと、本人のຊではなかなかᢤけฟせな

い≧ἣに㝗ってしまう。その理由としては、 

① 自ᐊが၏一のᒃ場ᡤになっているので、他にᒃ場ᡤを

求めていない 

② 家族以እの人と᥋ゐする理由が↓い 

③ 生活に困っていない、⾰㣗ఫに困っていない 

մ お㔠を✌ࡂたいと思わない、✌がなくても支障が↓い 

յ ひきこもっている現≧に不‶が↓い 

ն 人生をㅉめている、社会に期ᚅしていない。 

ということが考えられる。✌がなければという思いはある

ものの、安心できる自ᐊからฟる動機が見つからない。 

そのような≧ἣの人にとって「通ᡤしてみよう」と思う

ためには、 

① 安心できる၏一の場ᡤである家よりも『ฟ᥃けた方が

Ⰻいと思える場ᡤ』だと認識ฟ来るか㸽 

② 信頼できるかも㸽と思える人にฟ会えるか㸽 

③ 本人自㌟も、現≧に「༴機ឤ」「ᑗ来への不安」をឤ

じているか㸽 

մ 本人が、現≧に「ᐢしい」「Ꮩ⊂」とឤじているか㸽 

という意識がⱆ生えることが必要。௒の生活に␲問をឤじ

る事とྠ時に、࣏ࢧートをᢸってくれるᅋ体や人のᏑ在が

あることで、本人たちに᪂しいୡ界に踏みฟすຬ気を୚え

ることがฟ来る。 

ḟの課題としては「⥅⥆」。数᪥程度であれば、ẚ㍑的

⡆༢に通ᡤする事がฟ来るが、数か᭶から１ᖺ、㸰ᖺと通

ᡤや通໅を⥅⥆するとなると難しい。その理由は 

① １᪥活動する体ຊがない 

② ᫨ኪ㏫㌿で時間に⦡られない生活をᨵၿできない 

③ 自信が↓く成ຌ体験がᑡないのでᕼᮃがᣢてない 

մ 経験不㊊やᮍ経験によるୡ界ほが⊃い 

յ 人へのⱞ手意識が強い 

ն 㞟ᅋ活動へのⱞ手意識の強く自ศでቨをసってしまう 

等があげられる。本人が働きたいと思ったとしても、ẖ᪥

通ᡤすることだけではなく、複数の人と関わりながら数時

間活動することは、本人にとっては大ኚなฟ来事となって

しまうのである。 

 

４ ᑵປ支援஦ᴗᡤ࡛ᐇ᪋ࡾࡶࡇࡁࡦࡓࡋ支援 

ᘢ社で行ったᘬきこもり≧態の方の支援の例を挙げる。 

(�) ኱ᏛᅾᏛ୰࡟⤫ྜኻㄪ⑕ࢆⓎ⑕ࡑࠊࡋのᚋࡶࡇࡁࡦࠊ

 ࢫ࣮ࢣࡓࡗ࡞࡟ࡾ

31ṓ⏨性。大Ꮫ受験をするが、ኻᩋ。１ᖺᾉ人し、ᮾி

で༢㌟生活を㛤ጞするが、ᚎ々に体調不Ⰻをッえるように

なる。有ྡ⚾❧大Ꮫに合格するが、体調もᝏ໬し大Ꮫを㏥
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Ꮫし実家にᡠる。地ඖの内⛉を受診しながら、アࣝバイト

を㌿々とするが、そのᚋは定職に就けず。家では大声でᛣ

㬆るなどの問題行動も多発し୧ぶとの関係もᝏ໬。このよ

うな≧態が㸴ᖺ⥆いたため、精神⛉に㌿㝔。⤫合ኻ調⑕と

診断される。୧ぶも本人も病気を受けධれられず、⚟♴

スの利用には⮳らず。そのまま３ᖺが経過し、本人ࣅーࢧ

がようやく「このままではいけない」と思い、ネットを通

じて就職する方法を᥈しጞめ、ᘢ社を᥈しᙜて、本人自ら

電話を᥃ける。面談で本人は利用の意思をᅛめたが、障害

受容がฟ来ていない୧ぶにも理解を求めた方がⰋいとㄝᚓ

され、୧ぶも一⥴に෌度面談を行う。本人のᑗ来について

の話し合いを行い、୧ぶも⣡ᚓし就労⛣行支援事業ᡤに通

ᡤを㛤ጞ。活動中、他者の言動に過ᩄになったり、先ᅇり

して考えて自ศを༝下したりすることが見られた。支援ဨ

より自己ぬ知を提案され、まずはセࣝフチ࢙ックシートを

利用して自ศの気ᣢちに⣲直に向き合うことからጞめると、

ᚎ々に⫪のຊがᢤけ、話の合う཭人がฟ来て、స業カ⦎も

័れてきて、ᑡしずつ➗㢦が見られるようになる。そのᚋ

もイライラを⾲現する場面が多々あったが、その㒔度面談

を実᪋し、自己ぬ知、振り返りを行い、１つずつ஌り㉺え

ていく。స業カ⦎と୪行して、障害者手ᖒの取ᚓ、障害ᖺ

㔠の⏦請を行う。༙ᖺ経過ᚋ、స業カ⦎に㈇Ⲵをかけてい

くと、⑂れやストࣞスから不調をッえることがあったが、

㈇Ⲵを⦆めたり、᥃けたりを⧞り返しながらカ⦎を行うこ

とで、気ຊ、体ຊが向上していく。通ᡤ10か᭶経過した㡭、

本人より就職したいとの⏦しฟあり。プࣞス工場のస業ဨ

として３ࣨ᭶のトライアࣝ㞠用を㛤ጞ。その間、ぶᣦを機

Ეにᣳࡴという大事ᨾを起こしてしまうが、᛹ᡃがᅇ᚟す

ると、職場に᚟ᖐ。そのᚋ、就職となる。就職して༙ᖺᚋ

に会社から正社ဨへのⓏ用を່められるまでに⮳った。 

௒ᅇのケースは、本人が自ศで༴機ឤをឤじ、ネット等

を利用して⚟♴事業ᡤに結びついた形。ඖ々స業ス࢟ࣝは

高く就職はྍ⬟だが、通ᡤᙜึは㞟ᅋ活動を行う上で困難

さをឤじていたので、స業カ⦎を通じ、職ဨや他の利用者

との関わりの中で、対人トラࣝࣈにおいて自ศがどのよう

にかかわる࡭きか、自ศはどのように捉え対応す࡭きかを

体験していきながら対人ス࢟ࣝを向上させていく事がฟ来

た。また、これまでᏙ⊂だった本人も、職ဨや௰間に支え

られて௒があること、大᛹ᡃをしてしまった時に࿘ᅖにຓ

けてもらって㏥職せずに済んだ経験から「支えられて生き

ている」ということを実ឤする事がฟ来た。௒では、࿘ᅖ

へのឤㅰの気ᣢちを㏙࡭ることがฟ来るようになった。 

(2) ᑡࡶ࡛ࡋᒃ࡙らさࢆឤࡿࡌと⮬ら㏥⫋ࠊࡋᑵ⫋⥅⥆࡛

 ࢫ࣮ࢣࡓࡗ࡞࡟ࡾࡶࡇࡁࡦ࡟ࡎࡁ

39ṓ⏨性。高ᰯの自動㌴工業⛉を༞業ᚋ、就職するがな

かなか定╔せず、職を㌿々とする。結፧を経て一ඣもうけ

るが、㞳፧。㞳፧ᚋ、実家にᡠり、ࣕࢠンࣝࣈ等に࣐ࣁり

150୓෇の೉㔠を㈇う。本人に返済⬟ຊがないので、ぶが

ẖ᭶ᖺ㔠から返済をしている。それ以እに、ẖ㐌のように

୧ぶに1୓෇を要求しているので、୧ぶが生活に困❓して

し、㝤ᝏな関係。本人が不調をッえて精神⛉の受診をする

が「病気ではない」と言われる。別のクリニックで受診し

᭹⸆἞⒪を㛤ጞ。クリニックの相談ဨよりᘢ社を紹介され

る。ᖹ成30ᖺ12᭶から通ᡤを㛤ጞする。㸰㹼３᪥ẖに1度

Ḟ໅があったものの通ᡤを⥅⥆。しかし、ᖺᮎᖺጞをᣳみ、

通ᡤが㏵⤯えてしまう。本人Ḟ໅中もẕぶからఱ度も電話

で相談がධる。ẕぶからᖹ成31ᖺ３᭶に自Ꮿのໟ୎が↓く

なったとの連⤡がධる。職ဨが本人と電話で話を聞き大事

には⮳らず。そのᚋも電話での会話を⥅⥆し、㸰か᭶ᚋ、

利用を෌㛤する。௒ᅇはẖ᪥１時間の面談のみ行う。面談

を通じ、本人の不安と取り㝖き、እにฟるຬ気をᣢてるよ

う支援。ᚎ々に他の利用者や職ဨとの関わりをᣢつように

なり、௧࿴ඖᖺ㸴᭶よりᑡ人数で行うస業にཧຍ。ᚎ々に

複数の職ဨとの関わりを増やしたり、他の利用者と㏦㏄㌴

でᖐᏯすることを体験したりしながら、ᚎ々に活動に័れ

ていった。現在は、㐌１ᅇ௻業への実⩦を取りධれながら、

ẖ᪥ఇまず通ᡤฟ来ている。 

௒ᅇのケースは、クリニックで自Ꮿからእにಁすことに

成ຌしたものの⥅⥆できずኻᩋを体験。しかし、࣐ンࢶー

࣐ン対応からጞめる事でカ⦎が㌶㐨に஌ったというケース。

現在の本人の目標は、㌴検௦を㈓めること。ᑡしずつ意ḧ

的に≀事をとらえられるようになってきた。自ศに自信が

↓く社会への期ᚅもᣢてない本人が、ᚎ々に「働く」とい

うことを意識できるようになった。 

 

５ ᑵປ⛣⾜支援஦ᴗᡤࡾࡶࡇࡁࡦࡿࡼ࡟支援の࣓ࣜࢺࢵ 

そもそも就職支援を୺な支援とする就労⛣行支援事業ᡤ

で生活支援を୺で行うことは⡆༢ではない。しかし、ひき

こもり≧態の方のニーズを考៖すると、就労⛣行支援事業

ᡤで行う࣓リットも見えてくる。 

① 職⬟はあるがすࡄに就労できないため、その人の࣌ー

スに合わせ、時間をかけて就労するカ⦎場ᡤを提౪

できる 

② ྠじ目標や課題をもった௰間をᚓられる 

③ 就職ᚋ、௻業に㈇ᢸを᥃けずに就労に結び௜けられる 

մ 本人の思いを全て聞く時間が取れる 

յ スモーࣝスࢸップをタ定しやすく、自信のない方でも

ᑡしずつ自信を取りᡠせる。〔められる体験もฟ来

る。 

、スの中での支援のⅭ、ไ⣙も多いが、行ᨻࣅーࢧ♴⚟ 

་⒪、地域の࣏ࢧートᅋ体と共に、就労⛣行支援事業ᡤも

支援ᅋ体として活動していく意⩏は大きいと思われる。 
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㞀ᐖཷᐜࡀ難ࡃࡋᑵປ支援ࡀ困難࡛ࡓࡗ࠶ồ⫋⪅の 

⚟♴ᑵປᐇ⌧࡬のࢫࢭࣟࣉの考察 
 

 （ーターࢤࣅࢼ健一㸦⛅⏣බ共職業安定ᡤ 就職支援 ⏣⊶ۑ

 

㸯 ◊✲┠ⓗ 

ཌ生労働┬は、ᖹ成19ᖺにニート等のⱝᖺ者に対する就

職支援と障害者に対する就労支援の୧面からコミュニケー

ション⬟ຊに困難を抱える要支援者向けの総合的な支援を

行う「ⱝᖺコミュニケーション⬟ຊ要支援者就職プࣟグラ

࣒」事業を㛤ጞした。発達障害などの要因によりコミュニ

ケーション⬟ຊに困難を抱える者に対して個別支援を行う

とともに、障害者向けの専門支援をᕼᮃする者に対しては、

専門機関等へのㄏᑟを行う。就職支援ࢤࣅࢼーターがその

支援をᢸっている。 

しかし、障害受容できずྛ専門関係機関の支援が困難と

なり有ຠな支援とならないケース、要支援者もᏑ在する。

ここにึめて⚟♴就労に結び௜いた事例を基に、そのプࣟ

セスを通して支援に、どのような専門性が生かされている

のか考ᐹしたい。 

 

㸰 ◊✲方ἲ 

本研究では、事例における就労支援を事例研究方法によ

りศᯒし、以下の㡰で考ᐹを㐍めた。 

①事例では、就労経験のない支援対㇟者ＡẶを専門機関

とࣟࣁーワークと連携し支援していたが、障害受容ができ

ないことから就労⛣行支援事業ᡤの利用に結び௜かなかっ

た。しかし、㹀就職支援ࢤࣅࢼーター㸦以下「㹀ࢤࣅࢼー

ター」という。）と相談を㛤ጞし、発達障害者支援セン

ター、障害者就業・生活支援センターとの連携した支援に

より、ึめて㹀ᆺ就労⥅⥆支援事業ᡤに通ᡤするに⮳った

経過をグ㍕する。 

②ḟに、事例を通して障害受容が困難な求職者の就労支

援における必要な支援のあり方、支援者のあり方、求めら

れる専門性について考ᐹする。 

 

㸱 ೔⌮ⓗ㓄៖ 

事例に関するࢹータの管理は༑ศな⛎ᐦಖᣢの㓄៖を行

い、事例の౑用にあっては、個人が特定されないよう᭱小

限のຍ工をຍえ೔理的㓄៖を行い、発⾲に関しᡤᒓ㛗の஢

解をᚓた。 

 

４ ஦౛ 

対㇟者：ＡẶ㸦20௦⏨性）、自㛢⑕ス࣌クトラ࣒障害

㸦精神障害者ಖ健⚟♴手ᖒ㸰⣭）、高ᰯ༞業ᚋ就労経験な

し。相談・支援ᅇ数40ᅇ以上かかわりの期間１ᖺ㸷࢝᭶。 

(�) 支援㛤ጞ 

発達障害者支援センターＣ相談ဨがྠ行し、ࣟࣁーワー

ク専門援ຓ部門で求職Ⓩ㘓。就労⥅⥆事業ᡤを見Ꮫ、体験

利用したが相談支援事業ᡤと面᥋の㝿「障害者だと言われ

るのは᎘だ」と利用をᅛ㎡。そのᚋ来ᡤなく⣙㸰ᖺᚋ、Ｃ

相談ဨから㹀ࢤࣅࢼーターに支援要請があり相談を㛤ጞ。 

(2) 支援⤒㐣 

᭶㸰ᅇ、ྠじ᭙᪥、時間ᖏの࣌ースで相談をタ定。面᥋

時間は言ㄒ情報による㞟中ຊに㓄៖し30ศとし、Ｃ相談ဨ

がその᪥の相談ࢸー࣐と⤊஢時้を紙に書き視ぬ໬し♧し、

面᥋⤊஢時にはＡẶに相談内容を࣓モᖒにグ㘓してもらっ

た。応ເ書類、ᒚṔ書స成、ῧ๐ᣦᑟから支援㛤ጞ。自㌿

㌴で⣙１時間かけ来ᡤするⅭ㐜้が多く、その度に「㐜れ

てしまってすみません」とᖗᏊを取り深々と㢌を下げおル

びの言ⴥがあり、面᥋⤊஢時には「ありがとうごࡊいまし

た」と୎ᑀなᣵᣜがあった。 

 とᵓ㐀໬㠃᥋ࢫࢢࣥࣞࢺࢫ (�)

㹀ࢤࣅࢼーターは、ＡẶの「働きたい」という意ḧと１

時間もかけ相談に来ᡤし、♩൤正しいጼໃをＡẶのᣢつス

トࣞングスとして、面᥋の度に支ᣢしフィードバックした。

Ｃ相談ဨはＤ相談ဨにኚわったが構造໬した面᥋は⥅⥆。

本人が一⯡の短期就労をᕼᮃのため求人情報を提౪したが、

「働ける自信がない、通える自信がない」と不安をッえた。

以๓に障害者職業センターの職業ホ౯・体験利用をしたこ

とがあり、ᨵめて体験利用、職業準備支援利用を່ዡした

がᅛ㎡。᪂たに㹀ᆺ就労⥅⥆支援㹃事業ᡤを提♧し共に見

Ꮫしたが利用はᅛ㎡。「障害者だとⓑい目で見られる」と

話すため、そう言われたことがあったか確認したが、そう

した事実はなかった。 

 のኚ᭦ࢳ࣮ࣟࣉ࢔ (�)

これまでは、一⯡就労か障害者㞠用や障害者就労⥅⥆事

業ᡤ利用かの選択肢を提♧したが、本人が自㌿㌴やᚐṌで

通える場ᡤを重視していたため、通いやすい短時間の一⯡

パート求人と㹃事業ᡤの選択肢を提♧した。 

事๓に見Ꮫ・体験利用ができるᡤとできないᡤ、通う᪥

数や時間も選࡭るᡤと求人内容のኚ᭦が難しいᡤ、㈤㔠と

工㈤との㐪い、一⯡求人と障害者就労⥅⥆事業ᡤの具体的

な㐪い、࣓リット・࣓ࢹリットをㄝ᫂し本人が抱える不安

に࣐ッチングによる課題解決をヨみた。 

ＡẶは㹃事業ᡤを選択し体験利用したが、本利用のため

就労⛣行支援事業ᡤ利用を㐍める支援会議ではᅛ㎡。㹀ࢼ

ーターが会議にḞᖍしたこともあり、ＡẶは困ᝨし落ࢤࣅ

ち╔かず、「どこにも行かない」と話したとのことであっ

た。そのᚋ㹀ࢤࣅࢼーターと相談を෌㛤し、25᪥間も体験

利用できたＡẶのຊを支ᣢし、㹄就労⛣行支援事業ᡤを提
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案し見Ꮫ体験利用したが、やはり本利用はᕼᮃせず。 

そこで、これまで見Ꮫや体験利用した事業ᡤの振り返り

を行い、現時点では現実的に本人のᕼᮃする通える場ᡤは

他にないことを伝え、௒一度一⯡求人と㹃事業ᡤとの஧つ

選択肢を提♧し、ついに㹃事業ᡤを選択した。 

(�) ᑵປ࡬ 

就労経験がないことから、直ࡄに㹃事業ᡤが利用できな

いこと、障害⚟♴ࢧーࣅス利用⏦請や相談支援事業ᡤとዎ

⣙、㹄事業ᡤにホ౯アセス࣓ントのために෌度通う必要が

あること等を障害者就業・生活支援センター㹅生活支援ဨ

に、௒ᚋのスケࢪューࣝをプࣟセス図にしてస成し視ぬ໬

したㄝ᫂を依頼しておこなってもらった。  

ᕷ役ᡤには㹀ࢤࣅࢼーターもྠ行することも伝え、よう

やく本人のྠ意をᚓて利用手⥆できた。そのᚋ、㹄事業ᡤ

のホ౯アセス࣓ントを経て㹃事業ᡤの本利用ができること

になった。利用㛤ጞ᪥には、 ࿴でඃしそうで面ಽ見がよ

さそうな先㍮利用者のഐで║を㍤かせ生き生きとస業を㐍

めているＡẶのጼがあった。 

 

５ 考察 

本事例は専門機関の支援により㹀ᆺ事業ᡤの体験利用は

するが、「障害者だと思われたくない」思いから先に㐍め

られない難しい事例であった。以下に、支援において、ど

のような専門性が活かされているか、支援の在り方ついて

考ᐹしたい。 

① 有ຠと思われた支援のあり方である構造໬した面᥋は

⥅⥆した。  

② Ꮫᰯや家ᗞ生活の中で⫱てられなかった自己ຠຊឤや

自己⫯定ឤを自ศで⫱ててもらえるよう、意識的にＡ

Ặのᣢつストࣞングスをフィードバックした。 

③ ⥅⥆しྠじパーࢯンとして㹀ࢤࣅࢼーターがྠ行支援

を行った。 

մ 一⯡求人か障害者求人や支援事業ᡤといった࢝ࢦࢸ

リーの選択肢ではなく、実㝿の求人⚊と事業ᡤのパン

フࣞットや見Ꮫ体験を通し具体的な㐪いの理解をಁ㐍

させ、本人の抱える課題と現実的に解決に有ຠな解決

案の選択肢の提♧をヨみた。これまでᅇ㑊的選択をし

⥆けてきたが、認知行動的アプࣟーチ㸦事実の直面໬

と現実的具体的選択肢の提♧等）により行動の活性໬

が図られ自己決定にኚ໬をもたらすことができた。 

յ 本人の࣌ースを大ษに自己決定してもらうよう支援し

た。 

ն ㄝ᫂には、視ぬ໬した௒ᚋの㐍み方のプࣟセスを♧し

たものを手交し活用した。 

շ 書くのはⱞ手だったが、面᥋の᭱ᚋに本人がグ㍕した

࣓モを、ḟの面᥋㛤ጞ時に確認し、面᥋のつながりを

意識できるよう心がけた。 

ո ヨ行㘒ㄗしながらの実㊶の中、᪂たなアプࣟーチをヨ

み、関係機関と課題、方策案を共有し連携し⥆け、働

きたい気ᣢちを応援する場ᡤ、相談ဨであることを伝

え⥆けたことも本人がᣢっているຊをᘬきฟすために

有ຠであったと考えている。 

 

自己決定の要因には、先㍮利用者の受容的な関わりがあ

り、そのฟ会いにより障害受容を㉸えた自己受容ができた

のではないだࢁうか。 

᪂たな環境で他者との᪂しい交ὶ、相஫関係、㐺応関係

により自己実現がかない成㛗を⥆け、ᅛ有の生活実態が⋓

ᚓされるという࢚コシス࣒ࢸ論・生活モࣝࢹとしても捉え

られるのではないだࢁうか。 

 

㸴 ⤖ㄽ 

本事例は一つの理論やモࣝࢹ、アプࣟーチでは支援が実

を結ࡪことが難しかった事例である。 

専門職としての支援者は、まずは信頼関係の構築にㄔ実

に取り組ࡴこと、そのためには相談者の言動の⫼ᬒにある

生活≧ἣやṔྐから相談者の思いを共ឤ的に理解しようと

するጼໃ、受容的態度による傾⫈はḞかせない。࢝ウンセ

リングや࢟ࣕリアコンࢸࣝࢧィング、ࢯーシࣕࣝワーク他

関連ศ㔝をྵめ複数の理論やモࣝࢹ、アプࣟーチの仕方、

手法をᏛび㌟に╔け実㊶できるよう自己研㚼していくこと

でその専門性は発᥹され、有ຠな支援として実を結ࡪこと

ができるのであࢁう。本事例研究により自らの実㊶を振り

返り、支援において大ษな点について考ᐹし気࡙くことが

できた。困難な就労支援において、බ的機関、行ᨻ機関の

果たす࡭き役割は大きく、その支援に携わる者には、事例

検討や研究、研ಟにཧຍしその支援ス࢟ࣝと㉁的な向上を

図る機会とスーパーࢪࣅョンを受ける機会が必要だとឤじ

ている。 

ⱝᖺ者はⱝᖺ者のままにあらず、中高ᖺ㱋者への支援の

在り方も検討されࡡばならないだࢁう。 

また、複㞧な家族≧ἣにあり複数の課題を抱えた求職者

の相談が増ຍする௒᪥、་⒪・⚟♴・ᩍ⫱・᭦生等様々な

関係機関との連携による総合的な生活支援をしていくࢯー

シࣕࣝワークも求められよう。 

一つの機関や一人に支援者のᣢつຊは限られており、関

係機関と連携し஫いに༠ຊし合う事により自らの⇞えᑾき

を㜵ࡂながら支援でき、チー࣒支援のᣢつຊは大きく、そ

の必要性、連携の在り方は、௒ᚋも一ᒙ重要となると考え

ている。 

᭱ᚋに、発⾲に㝿しご理解をいただいた職場のᡤᒓ㛗、

そして、ご༠ຊをいただいたྛ関係機関のⓙ様に心からឤ

ㅰを⏦し上げたい。 

 

【参考文献】 

1)「社会⚟♴援ຓᢏ⾡論 Ϩ」➨３∧�⚟♴ኈ㣴成ㅮᗙ⦅㞟ጤဨ

会�中ኸ法つ 

2)「就労支援実㊶ࣁンドࣈック」�社ᅋ法人᪥本社会⚟♴ኈ会�

中ኸ法つ 
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支援困難とุ᩿さࡓࢀ⢭⚄㞀ᐖ⪅ཬࡧⓎ㐩㞀ᐖ⪅࡟ᑐࡿࡍ 

支援のᐇែ࡟㛵ࡿࡍㄪᰝ 

 

 （高℩ 健一㸦障害者職業総合センター ୺௵研究ဨۑ
 

㸯 ┠ⓗ 

本調査研究では、地域における職業リࣅࣁリࢸーション

の中᰾機関と఩⨨࡙けられている地域障害者職業センター

㸦以下「地域センター」という。）に対して、地域の関係

機関から要請のあった「支援困難な事例」の㔞的な把握に

ຍえて、精神障害者及び発達障害者がもつ特性などのうち、

支援困難につながる要因や課題の実態を把握することを目

的とした。 

 

㸰 方ἲ 

(�) ᆅᇦ࡟࣮ࢱࣥࢭᑐࡿࡍᐇែㄪᰝ 

ーワーク、就労⛣行支援事業ᡤ及び障害者就業・生ࣟࣁ

活支援センターから地域センターへのニーズを把握した。

あわせて自機関では支援が困難であると判断されて地域セ

ンターに支援要請のあった事例をྛ地域センターから精神

障害者１事例、発達障害者１事例ずつ把握した。 

(2) ᆅᇦ࣮ࢱࣥࢭཬࡧ㞀ᐖ⪅ᑵᴗ࣭⏕ά支援࡟࣮ࢱࣥࢭᑐ

 ㄪᰝࢢࣥࣜ࢔ࣄࡿࡍ

「実㝿の支援をᢸう職ဨが支援の困難さをどのようにと

らえているか」を把握した。実態調査の結果から㸳つの地

域を選定してそれぞれの᪋タから一人ずつ計10ྡの職ဨに

ヒアリング調査を行った。本ヒアリングは職ဨが「職場に

おける支援困難な事例」ととらえるその認識構造をより深

く᥈ることを目的に行った。その方法は、ＰＡＣ

㸦3eUVoQDl $WWLWXGe &oQVWUXFW�個人別態度構造）ศᯒを

ཧ考として、自由連想した㡯目から類ఝ度ホ定により構成

された樹形図をస成し支援困難な≧ἣを㸰つまたは３つの

クラスターにまとめて、その解㔘と対応する具体的な支援

内容を確認した。 

 

㸱 ⤖ᯝ 

(�) 支援困難とุ᩿さࡓࢀ⢭⚄㞀ᐖ⪅ཬࡧⓎ㐩㞀ᐖ⪅࡟ᑐ

 支援のᐇែࡿࡍ

 ࢬ࣮ࢽの࡬࣮ࢱࣥࢭᆅᇦࡓࡋᢕᥱ࡚࡟ᐇែㄪᰝ ࢔

ニーズに関する自由グ㏙について、内容の意࿡的類ఝ

性から、①支援の要請に⧅がる本人の≧ἣとして19㡯目に、

②支援要請機関の≧ἣとして㸷㡯目に、③支援要請機関か

らの地域センター業ົに対する直᥋的なニーズとして33㡯

目に整理し以下のようにまとめた。 

・診断ᚋ間もない、または⨯病期間が㛗いため、障害のと

らえ方が᭕᫕となっている者への対応にかかるຓ言や職

業相談等 

・障害者手ᖒをᮍ取ᚓである者に対する情報提౪、職業相

談 

・双ᴟ性障害のうち病相を㢖⦾に⧞り返すラピッドࢧイク

ラー、重複障害のある発達障害など自機関では支援方法

がわからない者への対応にかかるຓ言や職業相談 

・職Ṕの影響や特性・㐺性がわからないため、自機関のみ

では࣐ッチングが難しい者への対応にかかるຓ言や職業

相談及び職業リࣅࣁリࢸーション計画の策定 

・௒まで体調や行動が不安定であり就職ྍ⬟性が自機関で

は判断できない者への対応にかかるຓ言や職業相談 

・ᕼᮃする求人種類や支援の受けධれに対する考え方がᅛ

定໬している者への対応にかかるຓ言や情報提౪、職業

相談、職業ホ౯ 

・本人の職業準備性に関して、①課題㸦体調や⑂労の管理、

生活リズ࣒の安定、ឤ情、⾪動性等の精神面のコント

ࣟーࣝ、ストࣞス対ฎ等）が᫂確であり、その的確な支

援にかかる職業リࣅࣁリࢸーション計画の策定や職業準

備支援等、②自機関の支援࣓ニューでは課題がわからな

い者に対する職業ホ౯、③課題は整理したものの、᭦な

る自己理解をಁしたり、多面的に課題を෌整理すること

が必要な者に対する職業ホ౯、մ就職や᚟職ᚋに予想さ

れる課題が複㞧または課題が多い者に対するࢪョࣈコー

チ支援 

・本人を取りᕳく環境面の課題㸦ネグࣞクト等）や本人か

らの要ᮃがᖜᗈいため支援の見通しが❧ちにくい者への

連携した支援 

・支援者ഃの≧ἣとして、支援経験のஈしさ、知識や支援

ス࢟ࣝの不㊊、支援体ไの課題や時間的ไ⣙による、職

業ホ౯、ࢪョࣈコーチ支援、事業୺支援の支援依頼 

・地域のネットワークの中で役割ศᢸが᫂確であり、地域

センターの事業の利用が㐺ᙜであると考えられた場合の

支援依頼 

 困難せᅉࡿࡅ࠾࡟Ⓨ㐩㞀ᐖ⪅の支援ࡧ⢭⚄㞀ᐖ⪅ཬ ࢖

その困難要因について意࿡的類ఝ性により整理を行うと

障害者本人がもつ困難要因は92㡯目となり、特に㸰割以上

の事例から確認されたものは以下のとおりであった。 

ಖઋ障害者 
【⼼⾝機能】 

・ৗञな୭୆षのਂ਍感ؚಸ୑感のਘさ 
・য৑ঢ়બषのਂ਍感ؚಸ୑感のਘさ 
・対যએでの५ॺঞ५の感गやすさ 
・⾃信のなさ（⾃⼰肯定感の低さ） 
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(2) 支援の困難さのとらえ方 

ヒアリング調査の結果、職場における支援困難な事例に

関する自由連想から構成された樹形図は、個別性が高く、

共通する認識構造は見いだせなかった。樹形図を構成する

それぞれのクラスターに関して、地域別の特徴は顕著では

ないものの、支援機関別では障害者就業・生活支援セン

ターからのヒアリングにおける支援の困難さの特徴として、

健康管理や生活面の課題への支援について取り上げている

者が多く、地域センターからのヒアリングにおける支援の

困難さの特徴として、職場の環境調整の限界や求人種類の

選択に関する労働条件面で折り合いをつけていくことの困

難さを取りあげている者があった。 

一方で、双方に共通する支援の困難さの視点は、基本的

な職業準備性の課題が大きい場合の困難さ、家族への支援

場面での困難さ、生活や体調など様々な不安定さへの支援

の困難さ、診断や障害に起因する課題というより本人の性

格面に起因する課題への対応の困難さ、本人の特性を深く

理解することの困難さなどであり、特に支援者との関係性

構築に関する困難さは多くの者が取りあげていた。 

具体的な支援について、地域センターに対して障害者就

業・生活支援センターからの依頼の割合が高い地域では、

支援困難な事例への具体的な支援において、双方で事例を

共有して支援を行っていることが障害者就業・生活支援セ

ンターの発言からうかがえた。支援機関別にみた場合、全

体の傾向として障害者就業・生活支援センターは地域の関

係機関とのネットワークに言及していることが特徴的であ

るのに対して、地域センターは自らが行う支援を中心に言

及し、生活支援等についてはネットワークと連動する特徴

がうかがえた。このことは機関の役割を反映していると考

えられる。また、組織内のケース会議によるスーパーバイ

ズ等による支援計画や支援方法の検討、関係機関を交えた

ケース会議によりそれぞれの役割を踏まえた支援の連動や

目標等の共有は、重要かつ基本的な取組であった。 

 

４ 考察 

報告書１）では、アンケート調査及びヒアリング調査の

結果をふまえて、支援の困難さについて、①「障害などの

理解に対する支援の困難さ」、②「重複障害や疾病などの

多様性に対する支援の困難さ」及び③「利用者と支援者と

の関係性に由来する支援の困難さ」の３点に整理して、先

行研究やほかの領域での知見により補強した。これらに対

応するヒアリング調査で把握した具体的な支援策の例を以

下に紹介する。 

①に関して：「支援が成果につながりにくいときには、

まず本人のことをきちんと理解しているか振り返る。その

ためには、常に支援を組み直していくなど、ＰＤＣＡをく

り返すことが大事ととらえている。」「障害者が「現在従

事している仕事」のアウトプットに課題があっても、職場

から本人にうまくフィードバックできないなど、コミュニ

ケーション上の課題もある。まずは仕事の正確性やスピー

ドを高めていく取組みからはじめる。その取組み内容は個

別性が高い。」②に関して：「在職者の場合、会社との関

係による課題の多さが困難性に影響する。期限の問題など

で時間的な猶予がない場合は、さらに困難さが高まる。」

「経済面や自己理解など複数の課題のある利用者は、支援

のコスト・手間はかかるが、一つひとつ解決していく過程

が利用者と支援者の信頼関係の醸成につながる。小さなこ

とでも『こうすればうまくいった』という経験を共有する

と、別の課題に対しても支援を受けようというモチベー

ションにつながる。」③に関して：「本人が攻撃的な態度

の場合、本人と支援者の間での課題の共有の阻害要因にな

るため、かかわり方の工夫が必要になる。例えば『ホワイ

トボードや紙に支援者が理解した内容について書きながら

相談し、整理したものを渡す』『音声情報のみとなる電話

は、ゆっくり、声のトーンを落として短い文節で話し、わ

かりやすく伝えることを心がける』などしている。」

「思っていることがいえない、話す内容が相談ごとに異な

る、課題解決よりも相談自体が目的となっている者に対し

ては、具体的な提案をせず、他者の意見を聞いてみること

をうながしつつ、自ら選択肢を増やして考えられるように

気をつけている。」 

 

５ まとめ 

本調査研究を踏まえた提案として、多様な支援機関や職

種がそれぞれの専門性により、現在、自らの機関がどのよ

うな役割を果たせるか、どのような支援をほかの関係機関

に要請し連携していく必要があるのかを検討し、「どのよ

うな就労支援上の困難さを抱えているか」を議論して整理

してみること、そのためにも、職場において支援者一人ひ

とりが捉えている困難さを共有してみることを挙げたい。 
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【連絡先】 
障害者職業総合センター研究部門 社会的支援部門 

  Tel.043-297-9025 

発達障害者 
【⼼⾝機能】 

・⾃分の特性や病状についての理解の乏しさ 
・⾃信のなさ（⾃⼰肯定感の低さ） 

・感情抑制の難しさ 
【活動・参加】 

・職場での指摘や注意を受け⼊れることの難しさ 
・⼝頭のみの指⽰を理解することの難しさ 
・複数作業を同時並⾏することの難しさ 

・臨機応変な対応の難しさ 
・相⼿の意図・気持ちを汲み取ることの難しさ 

・⽣活のリズムの乱れ 
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